
                            

 

 

 

 

 

 

 

「生涯学習に関するアンケート調査」 
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第３次寒川 学びプランでの取り組み 

 

 

 

 

 

第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒「④健康体操」など参加率の高い講座は、継続して講座開催ができるよう維持。「⑤スポーツ」などアンケートで参加率が低く、第

２次寒川 学びプランの事業評価も低かった事業については、SNS を活用して周知を図る。 
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第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒「⑤公園」利用者が多いことから、公園で実施する生涯学習講座の開設を事業担当課と推進する。 
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 第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒「①有意義に過ごすため、充実した生活を送るため」と回答した方が多かったため、今後は「⑧地域活動に役立てるため」や「③

地域でのつながりを広げるため」に学んだことを活かしていけるよう、事業№32「生涯学習人材登録制度の拡充」や事業№33「生

涯学習支援者研修の開催」を強化し、基本目標２「活かす」の達成につなげる。 
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第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒「①広報さむかわ」が主な情報源となっているが、「⑦町のメール配信や LINE 配信」も多く見られていることから、今後も積極

的に SNS を活用していく。 
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第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒「④趣味、教養、生活向上」など、個人的な目的達成のために学んでいる方が多いが、今後は学んだことを地域に役立てていけるよう、

事業№32「生涯学習人材登録制度の拡充」や事業№33「生涯学習支援者研修の開催」を強化し、基本目標２「活かす」の達成につなげる。 
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⇒様々なジャンルで学びたい希望があるため、各講座の周知徹底に努める。 

 

第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒様々なジャンルで学びたい希望があるため、SNS を活用し、各講座の周知に努める。 
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⇒「インターネット、テレビ」で学びたい回答が多かったことから、各講座の SNS を活用した発信に努める。 

 

第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒「⑧インターネット、テレビ」で学びたい回答が多かったことから、各講座の SNS を活用した発信に努める。 
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第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒生涯学習で学んでも、講師や指導をする希望は少なかったため、事業№32「生涯学習人材登録制度の拡充」や事業№33「生

涯学習支援者研修の開催」を強化し、基本目標２「活かす」の達成につなげる。 
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                  第３次寒川 学びプランでの取り組み 

⇒無回答が多かったこと、また問５で「②町ホームページ」や「⑦町のメール配信・LINE 配信」からも情報収集している

方が多かったことから、講座の情報発信に SNS を活用し、講座の周知に努める。  


